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厚生労働科学研究費補助金（障害者政策総合研究事業） 
精神保健・福祉に関するエビデンスのプラットフォーム構築及び 
精神科長期入院患者の退院促進後の予後に関する検討のための研究 

分担研究報告書 

 

精神保健医療福祉システムのステークホルダーが求める 

エビデンスの提示方法に関する検討 

 

 

研究分担者：藤井千代 （国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所） 

研究協力者：五十嵐百花、川口敬之、山口創生（国立精神・神経医療研究センター精神保健

研究所）、板垣貴志（株式会社アクセライト） 

要旨 

本研究の目的は、国内の精神保健福祉システムのステークホルダーが効果的な実践に

ついて情報収集するための新しいWEBページにおいて、どのような表現や形式での情

報発信が望まれているか探索することであった。 

昨年度の実施したステークホルダーへのグループインタビューを踏まえ、今年度は

Webサイト「こころとくらし-精神障害当事者の地域生活にかかわる研究結果紹介サイ

ト（略称：ここくら）」の作成に着手した。 

サイトのストラクチャー上の工夫点として、支援技法の名前や内容をある程度知って

いる支援者を想定した入り口と、治療やケアに対する関心事や疑問からサイトを閲覧す

る当事者や家族を想定した入り口を設け、それぞれに必要な情報に早く正確に誘導でき

る構造を検討した。 

サイトのコンテンツとしては、独自に実施する長期入院の予後等に関するシステマテ

ィックレビューに加えて、英国の Cochrane collaborationが運営する Cochrane library

に掲載されている Cochrane reviewの中から、重症精神障害（統合失調症、双極性障

害、大うつ病）を対象とした地域生活支援に関する心理社会的支援に関するものを選択

し、支援技法や Cochrane reviewの内容について平易に説明するテキストや図表を作成

した。また、研究にまつわる概念や専門用語についても説明するテキストを作成した。

研究チームでは当初、支援技法の紹介として Cochrane reviewの PLS和訳リンクのみ

を提示することを考えていた。しかし、支援者等からわかりづらいとの意見が多数であ

った。このため、支援技法を平易に説明するイラストとテキストを独自に作成すること

とした。 

専門用語やカタカナを極力使わずに概念や支援技法の内容を表現することは困難な作

業であったが、研究者にとっての「当たり前」がいかに通用しないかという学びになっ

た。こうした作業を通じて、当初の構想と比べて格段にユーザーフレンドリーなサイト

になったと考えている。次年度はサイトにアンケートを実装し、閲覧者からのフィード

バックを集め、コンテンツの改善につなげる予定である。 

A.研究の背景と目的 

本研究の目的は、国内の精神保健福祉シ

ステムのステークホルダーが効果的な実践

について情報収集するための新しいWEB
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ページにおいてどのような表現や形式での

情報発信が望まれているか探索することで

あった。 

昨年度は当事者、家族、支援者、行政職

員、研究者の属性をもつ者、合計 35名に

グループインタビューを行った。この結

果、エビデンスの提示方法について、最初

にタイトル、抄録、イラストや図で支援の

効果の程度を簡単に示してほしい、その上

で研究の概要についてできるだけ数値を使

わずに説明してほしい、という２段階での

提示が希望された。 

今年度はこうした意見を反映し、Webサ

イト「こころとくらし-精神障害当事者の

地域生活にかかわる研究結果紹介サイト- 

Evidence based Information site on 

community lives for people with mental 

illness（略称：ここくら）」の作成に着手

した。 

なお、本分担研究班は山口分担研究班と

合同で作業を進めた。WEBサイトのコン

テンツについては、同分担研究班の報告書

も合わせて参照されたい。 

 

B.方法 

１．Webサイトのストラクチャーの検討 

立場の異なる閲覧者が想定されるため、

トップページに「支援技法から探す」（支

援者や研究者の利用を想定）、「疑問や関心

事から探す」（当事者/家族や行政職員の利

用を想定）の 2つの入り口ボタンを用意し

た。 

「支援技法から探す」のボタンを押下す

ると、支援技法名があいうえお順に表示さ

れ、それぞれの支援技法名をクリックする

と、説明ページに遷移する仕様とした（資

料 3、4）。 

「疑問や関心事から探す」のボタンは、押

下するとまず疑問（「入院は短いほうがい

いのか？」など）や関心事（「再発・再入

院の予防」など）の一覧に遷移し、該当す

る疑問や関心事をクリックすると、関連す

る支援技法のリストが表示される仕様とし

た（資料 5）。サイトのトップページと構

造の模式図について資料 1、2に示す。 

 

２．Webサイトのコンテンツの作成 

1）取り上げる疑問、支援技法の選択 

 疑問について、本研究課題では「精神科

長期入院患者の退院促進後の予後」につい

て明らかにすることが公募の要件となって

いたため、このリサーチクエスチョンにつ

いては、独自にシステマティックレビュー

を実施している（詳細は中西分担研究班よ

り報告）。そのほか、精神保健医療福祉の

ステークホルダーにとって関心が高いと思

われるリサーチクエスチョンを検討した結

果、「入院期間の長短と予後の関係」「就労

と予後の関係」が挙がった。前者について

は後述する Cochrane reviewとしてすで

に出版されていたため、これを紹介するこ

ととした。 

支援技法について、英国の Cochrane 

collaborationが運営する Cochrane 

libraryに掲載されている Cochrane 

reviewの中から重症精神障害（統合失調

症、双極性障害、大うつ病）を対象とした

地域生活支援に関する心理社会的支援をハ

ンドサーチによって選択した。 

2）コンテンツページの作成 

 昨年度のグループインタビューで得られ

た意見を踏まえ、選択した支援技法につい

て解説するため、各支援技法に関連するイ

ラストと概要を平易に記述したページを独

自に作成した。 

また、より詳細に知りたい閲覧者のため

に、Cochrane reviewの一部である Plain 

language summary（一般向けの平易な抄

録：PLS）の和訳を行い、内容の説明と

Cochrane libraryへのリンクを掲載するこ

ととした。 

3）専門用語/概念の説明ページ 
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 支援の効果を知るために最低限必要と思

われる専門用語や概念について説明するペ

ージを設けた（資料 6）。 

4）そのほかの工夫 

 以下のサイトにリンク設定を依頼し、了

承を得た。 

・「統合医療」情報発信サイト（厚生労働

省 eJIM） 

補完代替医療に関するエビデンスを発信

しているサイトであり、ヘルスケアリテラ

シーに関する資料を豊富に掲載している。 

・地域精神保健医療福祉資源分析データベ

ース（ReMHRAD） 

 日本の都道府県・二次医療圏・市区町村

などの区分別の精神保健福祉資料における

指標の状況、精神科病院に入院している方

の状況、訪問看護ステーション・障害者総

合支援法の各福祉サービスの事業所の多

寡、各社会資源の位置情報等について表示

するデータベースである。 

・WAM NET（ワムネット） 

 国内の制度や障害福祉制度の説明、サー

ビスを提供する事業所の所在などを掲載し

ている。 

 いずれも本研究課題で作成する「ここく

ら」サイトには掲載されていないが、閲覧

が想定される精神保健医療福祉サービスの

当事者、その家族、支援者、行政職員、研

究者にとってニーズのある情報を扱ってい

るサイトである。 

上述 1）から 3）の詳細については、山

口分担研究班の報告書にて記述する。 

 

C.結果／進捗 

現在、2021年 7月上旬に公開すべく、

コンテンツをWEB サイトに掲載する作業

を行っている。 

 

D.考察 

 本プロジェクトの開始時、研究チームで

は支援技法の紹介として Cochrane review

の PLS和訳リンクのみを提示することを

考えていた。しかし、試みに地域生活支援

に携わる支援者や普段、精神保健医療福祉

になじみのない人に PLS和訳について感

想を求めたところ、わかりづらいとの意見

が多数であった。このため支援技法を平易

に説明するイラストとテキストを独自に作

成することとした。 

ふだん研究になじみのない人のもつ専門

用語やカタカナに対する抵抗感は研究チー

ムの想像以上であった。これらを極力使わ

ずに概念や支援技法の内容を表現すること

は困難な作業であったが、研究者にとって

の「当たり前」がいかに通用しないかとい

う学びになった。こうした作業を通じて、

当初の構想と比べて格段にユーザーフレン

ドリーなサイトになったと考えている。次

年度はサイトにアンケートを実装し、閲覧

者からのフィードバックを集め、コンテン

ツの改善につなげる予定である。 

 

E.健康危険情報 

なし 

 

F.研究発表 

1.論文発表 

なし 

2.学会発表 

佐藤さやか・五十嵐百花・川口敬之・山口

創生 こころとくらし（略称ここくら）

WEBサイトのご紹介．TOGETHER ＆ 

ここくら 研究成果報告会 2021年 3月

20日． 

 

G. 知的財産権の出願・登録状況 

1.特許取得 

なし 

2.実用新案登録 

なし 

3.その他 

なし 
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資料1 こころとくらし（ここくら）トップページ 

 

 

資料2 ここくらサイトの構造の模式図 
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資料3     の    

（公開され サイト     が い え 順に並ぶ予定） 

 

  ッ   と  

    の  ページに遷移 
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資料      の  ページの 例（ソーシャルスキルト ーニ グ：  T） 

 

 

 

 

独自に作成し  

イ ストと  の 

 キスト 

  ッ   と Cochrane review の  へ遷移 
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資料

資料5       の   
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資料6 専門用語/概念の  の 例（エ デ スについて） 

 


